
本文：上記
箱書：表「山陽簡牘 雲華上人宛」

1996(平成8)年に中津市に寄贈

頼山陽（らいさんよう、安永9(1780)～天保3(1832)）は江戸後期の儒学者です。大阪に生まれ、名は襄、通称久
太郎、別号三十六峰外史といいました。父春水と広島へ出、江戸で儒学者尾藤二洲に学びました。京都に「山紫水
明処」を営み、多くの文人と交流を持ちました。また、雲華上人と共に山国地方を訪れ、「耶馬溪」と名付け、そ
の景色を「耶馬溪図巻」に収めました。雲華上人は山陽がまだ無名の頃からの良き理解者でした。著書に「日本外
史」「日本政記」「日本楽府」「山陽詩鈔」などがあります。
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